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、山口大学准教授を経て、
2017年より同教授となる。

Applied Science

脳科学と英語教育の学際分野（neuroELT）から見た
内容言語統合型学習（CLIL）の効果

・ 教授法・カリキュラム論
（外国語教育）
・ 第二言語習得理論
・ 発達・教育
（基盤・社会脳科学）

平

英語指導者と学習者間で発生し得る脳内活性部位の
シンクロ現象説明用資料の一部

成24年に文部科学省グローバル人材育成推進事業が開始して以

来、日本の英語教育の中で内容言語統合型学習（CLIL）を取り入

れた教育法の認知が広がってきました。CLILとは「専門科目やトピック」と

「外国語」の同時習得を目指した教育法です。グローバル社会に対応出来

る人材育成を大学が目指す中で、基本4技能向上を目的とする英語授業を

基礎とし、最終的には英語で専門科目授業を聴講しアカデミックな英語リ

テラシーを身に着ける事が急務となっています。私の研究では、この両者を

円滑に媒介する英語教育法としてCLILの効果に着目しています。一方、

Harvard Graduate School of Educationで発展したMind, Brain and 

Educationという学際領域の概念をベースとし英語教育に特化した研究分

野として活性化しているneuroELTという学際分野の研究も行っています。

CLILの教授法効果をneuroELTの見地から紐解く事で英語学習パフォーマ

ンス向上の探究をしています。

1998年 中央大学経済学部経済学科卒業
2015年 University of Birmingham （英国）MA in TESL/TEFL修了
株式会社富士銀行、KPMG新日本監査法人、 
株式会社イーオン・ウエスト・ジャパン、
山口大学准教授（特命）等を経て、
2016年より山口大学准教授となる。

植村  隆  准教授
 Uemura Takashi

Applied Science



79

Applied Science

、同助教授（准教授）を経て、
2018年より同教授となる。

Applied Science
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、山口大学准教授を経て、
2019年より同教授となる。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Applied Science

2005年 慶應義塾大学理工学部物理学科卒業
2010年 東北大学大学院工学研究科ナノメカニクス専攻修了
九州大学特任助教、関西学院大学博士研究員、
九州産業大学特任講師、山口大学講師を経て、
2020年より同准教授となる。

鳴海  孝之
Narumi Takayuki

准教授

階層構造と競合の物理
―ガラス、液晶乱流、ミツバチの巣作り、経済を探る

・ 非平衡・非線形物理学
・ 統計物理学
・ ソフトマターの物理一般
・ 生物物理一般

階 層構造とは、対象および事象が層状に積み重なった構造の総称

です。自然界では、例えば［分子ータンパク質ー細胞ー生物］など、

時空間に関する階層構造が自発的に生じ、それに伴って様々な高次機能

が発現します。これまでは１つの階層のみで記述される現象が多く研究

されてきましたが、複雑な現象では階層を超えた相互作用（非線形相互

作用）が本質的です。近年は、微細領域の実験技術やコンピュータ性能

の飛躍的発展により、階層構造を理解する環境が整いつつあります。

　私は、表題に挙げたような様々な研究テーマに取り組んでいます。テー

マは多岐にわたるものの、どれも階層構造が本質的な系であり、それらを

競合という統一的な視点で研究しています。階層を超えた競合が、どのよ

うに現れ、そしてどのように特性に影響するのか、統計物理学の立場から

理論的に探究することで、複雑な現象に背景に潜む普遍性の解明を目指

しています。
階層構造の一例：分子（左下）がタンパク質（左上）を構成し、
タンパク質が細胞（中央）を構成し、そして細胞が生物（右）を構成している。

http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~tnarumi/lang-jp/WEBサイト

Applied Science
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同
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2004年 東京都立大学理学部卒業
2010年 東北大学大学院情報科学研究科修了
州立高等教育大学（ポーランド）講師、
マリー・キュリー・スクウォドフスカ大学

（ポーランド）招待講師、ヴュルツブルク大学
（ドイツ）DAAD博士研究員、東京工業大学
学振特別研究員PD、山口大学講師を経て、
2019 年より同准教授となる。

堀田  一敬
Hotta Ikkei

「拡がり」を表現する、等角写像の力学系の研究

か いつまんで言うと、平面上のある図形が時間が経つにつれて拡大

変形していく様子を数式（微分方程式）で表現し、その性質を研究

しています。身近な例で言うと、手ぬぐいに絵の具を垂らして染みが大きく

なる様子や、アメーバが増殖して増えていくといったものでしょうか。こう

いった「拡がる」という現象を抽象化して、数学的現象として特徴付けるわ

けです。

いったん数学的に特徴づけることができれば，この世のあらゆる「拡がり」

に対して理論を応用し得ます。例えば図形の拡がりのみならず、噂の拡が

りやSNSの友人ネットワークの拡がりといった社会科学の理解にもこの理

論は関係しているのです。現代では確率論と結びつけることで平面ブラウ

ン運動の研究などにも用いられています。貴方の周りを少し見回してみて

下さい。意外な場所に「拡がり」を見つけることができるのではないでしょ

うか。

http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~ihotta/jp.htmlWEBサイト

極値関数f(t,z)=(1+t)z-2Log(1-z)の拡がる様子。
時間が経つに従ってf(z)=zの情報が強くなる。

准教授
・ 複素解析
・ 関数方程式
・ 確率論

Applied Science
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曲面の変形理論の研究

・ 複素解析
・ 複素幾何

み

形が同じでも模様が異なるトーラスの例（『タイヒミュラー空間論』
（今吉洋一・谷口雅彦共著、日本評論社）より抜粋）

なさんは図形の変形といえば何を思い浮かべますか？例えば、円

と三角形は普通に見れば異なる図形ですが、三角形の辺を膨ら

ませれば円に変形することができます。私は図形がリーマン面というあ

る種の曲面の場合の変形理論、特にその複素解析的な手法による研究

に興味があります。ここでの変形とは、曲面の「形」だけでなくその上に

載っている「模様」も考慮に入っており、具体的には擬等角変形とよばれ

ます。擬等角変形は、曲面の各点における模様の歪み具合がわかればそ

の変形を復元できる、すなわち局所的なデータから大域的なデータを取

り出せるという利点があります。その長所は例えばコンピュータグラフィ

ックスで利用され、そこから工学や医学などの様々な分野への応用につ

ながります。

私自身は現在このような応用を研究目的にはしておりませんが、いずれ社

会への現実的な応用にも目を向けていきたいと思っております。

2010年 千葉大学理学部卒業
2015年 早稲田大学大学院基幹理工学研究科博士後期課程修了
早稲田大学学振特別研究員 PDを経て、
2016年より山口大学講師となる。

柳下  剛広  講師
 Yanagishita Masahiro

http://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~myngsht/index.htmlWEBサイト

Applied Science

、同助教授を経て、 同教授となる。

Applied Science




